
１．「アンコンシャス・バイアス」をさがそう！

私たちは、なにかを見たり、聞いたりしたときなどに、「無意識に“こうだ”と思いこむこと」があります。

これを、アンコンシャス・バイアスといいます。

日本語では「無意識の思いこみ」と表現したり、言葉を短くして、「アンコン」といいます。

わたし み き むいしき おも

にほんご むいしき おも ひょうげん ことば みじか

「アンコンシャス・バイアス」という言葉を、はじめてきいた人は、ホームページをみてみてね！

https://www.unconsciousbias-lab.org/unconscious-bias/forchildren/

アンコンに気づくと、いいことがあるかも？！

「わたしにはムリ」ってアンコンかも？

と気づくと、チャレンジしてみよう！と思えるかもしれない

「あの子がわるい！」ってアンコンかも？

と気づくと、相手に対するみかたがかわるかもしれない

アンコンシャス・バイアスとは？
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アンコンシャスバイアス研究所
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２． 気づいたアンコンを「かるた」にする準備をしよう！

「わたし」にはどんなアンコンがあるかさがそう！

ふりかえってみよう！

＜人へのアンコン＞

＜自分へのアンコン＞

＜そのほか＞

＜アンコンに気づくと、どんないいことがあるだろう？＞

＜アンコンに気づくヒントをかんがえよう！＞
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書いたことをもとに
かるたをつくろう！
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３． 作品をつくろう
さく ひん

伝えたいことが、より伝わる「絵」をえがいてみよう。

どんな思いで、アンコンかるたを作りましたか？

（例） ・「こんなアンコンが自分にあると気づいた！」をかるたにする

・「こんなアンコンに気づいてほしい！」をかるたにする

「よみふだ（文字）」をかんがえよう！ステップ１

「えふだ（絵）」をえがこう！ステップ２

作品にこめた「思い」をかこう！ステップ３

アンコンシャス・バイアスに気づこう！とすることの大切さが伝わる「よみふだ」を考えてみよう。

伝えたい！と思ったことをテーマにしてみてね！ 五・七・五じゃなくてもいいよ！
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この作品にこめた思いを言葉にしてみてください。
さ く ひ ん お も こ と ば



４． おねがい

おねがい②

絵も、線のなかに
かいてね！
（はみださないでね）

おねがい①

文字は、線のなかに
かいてね！
（はみださないでね）

も じ せん

え せん

おねがい③

絵や文字は「ペン」
でかくなど、こくして
ほしいです。

え せん

え も じ
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